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昨
年
、
木
村
光
惠
さ
ん
と
共
に
当
社
会
福
祉
協
議
会
の

副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
、
前
田
悦
男
で
す
。
町
議
会
議

員
と
し
て
6
期
、
24
年
弱
の
年
月
も
、
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

と
て
も
短
い
期
間
に
感
じ
ま
す
。
退
任
後
、
1
年
間
、
そ

れ
ま
で
は
不
十
分
だ
っ
た
家
族
の
介
護
や
家
業
に
目
を
向

け
始
め
ま
し
た
。
そ
の
矢
先
、
重
要
な
役
職
の
話
が
入
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
足
元
が
不
安
定
な
事
情
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
の
就
任
承
諾
で
し
た
。

さ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、
予
想
以
上
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
町
の
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
住
民
か
ら
福
祉
に
対
す
る
要

望
は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
当
法
人
で
は
、
第
三
期

奥
多
摩
町
地
域
福
祉
活

動
計
画
「
や
ま
び
こ
計

画
～
心
と
心
、
笑
顔
と

笑
顔
を
つ
な
ぐ
ま
ち
奥

多
摩
～
」
に
基
づ
き
事

業
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
役
職
員
、

関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
地
域
に
暮
ら
す
住

民
同
士
、
皆
で
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
20
回
福
祉
バ
ザ
ー

が
4
月
21
日
（
土
）
・

22
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
大
勢
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

羽
生
結
弦
、
小
平
奈
緒
両
選
手
の
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
に
マ

ス
コ
ミ
は
大
々
的
に
報
道
し
、
ま
た
将
棋
の
中
学
生
棋
士
、

藤
井
聡
太
６
段
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
世

の
中
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
明
る
い
話
題
で
し
た
。

今
後
の
活
躍
に
注
目
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
今
年
度

も
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
種
地
域
福
祉
事
業
を
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆

様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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１．基本方針

わが国では、急激な少子・高齢化により2015年に26.7％であった高齢化率が2060年に

は約40％に上昇することが見込まれ、社会保障制度の持続可能性の低下が懸念され、ま

た、高齢者の単独世帯の増加に伴う社会的孤立や排除、地域における関係性の希薄化が

想定されることから、「ニッポン１億総活躍プラン」を唱え、地域共生社会の構築を目

指しています。

地域共生社会とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係

を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源

が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、

地域をともに創っていく社会、と定義され、東京都では現在策定中の東京都地域福祉支

援計画の中に盛り込もうと進めています。

奥多摩町社会福祉協議会では、「心と心 笑顔と笑顔をつなぐまち奥多摩」を合言葉

に、今まで奥多摩町で紡いでまいりました地域福祉事業の活動が即ち、地域共生社会創

生に繋がるものと確信し、国・都の動向を見据え、奥多摩町と連携・協働し『我が事・

丸ごと』に繋がる事業の展開を目指してまいります。

本会の本年度の新規事業等として、

初級音訳ボランティア養成講座

を実施するほか

「高齢福祉分野」では、在宅の高齢者が住み慣れた地域で、健康で安心した生活が送

れるよう、外出支援サービス、地域ささえあいボランティア、筋力向上トレーニング、

福祉機器と車椅子仕様車の無料貸出し、高齢者見守り相談、老人クラブ連合会運営支援

等の事業を、「障がい者福祉分野」では、障がい者が自立した生活を送り積極的な社会

参加が図れるよう、障がい者団体の運営と活動の支援、日常生活自立支援等の事業を、

「介護分野」では、介護サービス事業者として在宅高齢者の介護支援を中心に、高齢者

在宅サービスセンター、ヘルパーステーション“おくたま”、ケアサポート奥多摩の運

営を、「子ども家庭分野」では、地域における育児環境の福祉向上を図るため、乳幼児

及び児童福祉事業等を、「その他」、福祉団体への運営支援、ボランティア活動の推進、

福祉サービスの利用援助、生活困窮者等に対する相談・支援・貸付事業等をそれぞれ推

進いたします。

地域福祉は、行政、民間企業、ＮＰＯ法人等の団体はもちろん、同じ地域に暮らす住

民同士が助け合い、支え合いながら、みんなで力を合わせて取り組んでいく必要があり

ます。

本年度も役職員一丸となって地域福祉の向上に努めてまいりますので、町民皆様のな

お一層のご支援とご協力をお願いいたします。



平成３０年４月５日 Ｎｏ．１９８おくたま ふくし( ３ )

２ ． 法 人 運 営 事 業

（ １ ） 役 員 会 等 の 開 催

運 営 基 盤 の 強 化 、 介 護 保 険 事 業 等 に お け る 効 率 的 事 業 の 展 開 及 び 安 定

し た 経 営 を 図 る た め に 正 副 会 長 会 ・ 理 事 会 ・ 評 議 員 会 を 開 催 い た し ま す。
① 正 副 会 長 会 随 時

② 理 事 会 年 ５ ～ ６ 回
③ 評 議 員 会 年 ２ ～ ３ 回

（ ２ ） 監 事 会 の 開 催

事 業 計 画 ・ 予 算 及 び 事 業 報 告 ・ 決 算 等 の 執 行 状 況 等 に つ い て 監 査 し て

い た だ く 監 事 会 を 開 催 い た し ま す 。
① 決 算 監 査 ５ 月

② 中 間 監 査 １ ０ 月

（ ３ ） 社 会 福 祉 協 議 会 会 員 の 増 強 及 び 自 主 財 源 の 確 保
社 会 福 祉 協 議 会 が 事 業 展 開 し て い る 地 域 福 祉 活 動 を 町 民 皆 様 に ご 理 解

い た だ き 、 そ の 財 源 と な る 会 員 （ 会 費 ） 及 び 寄 付 金 の 増 強 を 図 り ま す 。

ま た 、 奥 多 摩 町 及 び 東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 の 受 託 事 業 を 通 じ て 運 営 資 金
の 確 保 を 図 る 他 、 福 祉 バ ザ ー を 開 催 し 、 基 金 へ の 積 立 財 源 の 確 保 に 努 め

ま す 。
① 会 員 会 費 の 増 強 月 間 ６ 月 （ 年 間 を 通 じ 受 付 ）

② 寄 付 金 の 申 し 込 み 受 付 年 間 を 通 じ 受 付
③ 第 ２ ０ 回 福 祉 バ ザ ー 開 催 ４ 月

（ ４ ） 調 査 ・ 企 画 ・ 啓 発
社 会 福 祉 に 功 績 の あ っ た 方 々 へ の 表 彰 並 び に め で た く 金 婚 を お 迎 え に

な ら れ た ご 夫 妻 を お 祝 い し 、 福 祉 大 会 を 開 催 い た し ま す 。
第 ４ ６ 回 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 １ ０ 月

（ ５ ） 普 及 宣 伝

広 報 「 お く た ま ふ く し 」 の 発 行 、 ま た 、 ホ ー ム ペ ー ジ に よ り 情 報 公 開
と 社 会 福 祉 協 議 会 活 動 の 周 知 を 図 り ま す 。

① 「 お く た ま ふ く し 」 の 発 行

発 行 回 数 年 ４ 回 （ ４ 月 、 ７ 月 、 １ ０ 月 、 １ 月 ）
発 行 部 数 ２ ， ７ ０ ０ 部 （ １ 回 ）

② ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 広 報

３ ． 地 域 福 祉 事 業

（ １ ） 高 齢 者 福 祉 事 業

在 宅 の 高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 が 送 れ る よ う
支 援 い た し ま す 。

① ふ れ あ い 仲 間 づ く り 旅 行 （ 対 象 単 身 高 齢 者 ）
② ふ れ あ い サ ロ ン 年 ４ 回

③ 金 婚 の お 祝 い （ 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 ）
④ 敬 老 祝 い 金 の 贈 呈 （ 在 宅 ・ 施 設 入 所 最 高 齢 者 、 米 寿 ）

⑤ 奥 多 摩 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 年 間 事 業 へ の 協 力

○ 理 事 会 ・ 役 員 会 開 催 月 １ 回
○ 会 員 親 睦 旅 行

○ ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

（ ２ ） 障 が い 者 福 祉 事 業
障 が い 者 が 自 立 し た 生 活 を 送 り 、 積 極 的 な 社 会 参 加 が 図 れ る よ う 支 援

い た し ま す 。
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① 奥 多 摩 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 年 間 事 業 へ の 協 力
○ 会 員 日 帰 り 親 睦 旅 行 ５ 月

○ ふ れ あ い ス ポ ー ツ 大 会 ９ 月

② 重 度 身 体 障 が い 者 日 帰 り 見 学 会 （ 町 事 業 へ の 協 力 ）
③ 西 多 摩 障 が い 者 絵 画 展 の 開 催 １ １ 月

④ 精 神 障 が い 者 の つ ど い 「 な ご み 運 営 委 員 会 」 事 業 へ の 協 力
⑤ 障 が い 者 世 帯 の 自 主 活 動 グ ル ー プ へ の ク リ ス マ ス 事 業 援 助

（ ３ ） ひ と り 親 家 庭 ・ 乳 幼 児 及 び 児 童 福 祉 事 業

地 域 に お け る 育 児 環 境 の 福 祉 向 上 を 図 り ま す 。

① 低 所 得 世 帯 へ の 就 学 援 助
② 奨 学 就 学 資 金 の 借 入 れ 斡 旋

③ 保 育 園 児 観 劇 招 待 ６ 月
④ 自 主 保 育 グ ル ー プ へ の ク リ ス マ ス 事 業 援 助

（ ４ ） 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 事 業

在 宅 の 高 齢 者 及 び 障 が い 者 等 に 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 し て い た だ く こ と
に よ り 利 用 者 並 び に 介 護 者 の 負 担 を 軽 減 で き る よ う に 努 め ま す 。

① 介 護 機 器 等 の 無 料 貸 出 し

（ 介 護 ベ ッ ド 、 車 い す 、 ポ ー タ ブ ル ト イ レ 、 エ ア ー マ ッ ト ）
② 福 祉 車 両 （ 車 い す 仕 様 車 ） の 無 料 貸 出 し

③ 介 護 用 品 の 交 付 事 業 （ 町 事 業 へ の 協 力 ）
１ か 月 ５ ０ 枚 を 限 度 と し 、 紙 オ ム ツ を 無 償 交 付 い た し ま す 。

（ ５ ） ま ご こ ろ 助 成 事 業

福 祉 向 上 、 青 少 年 育 成 、 住 民 の 健 康 づ く り 等 の 事 業 を 行 う 団 体 へ 公 募

に よ る 単 年 度 の 助 成 事 業 を 行 い ま す 。

（ ６ ） そ の 他
靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 と 合 同 慰 霊 祭 を 隔 年 で 実 施 し て お り 、 平 成 ３ ０ 年 度

は 靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 を 実 施 い た し ま す 。
① 靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 １ ０ 月

② 奥 多 摩 町 遺 族 会 事 業 へ の 協 力

４ ． ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 推 進 事 業

誰 も が 気 軽 に 足 を 運 ん で い た だ き 、 ボ ラ ン テ ィ ア 情 報 の 入 手 や 相 互 の 意 見

交 換 な ど で き る よ う ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー を 常 時 開 放 し 、 効 果 的 な ボ ラ ン ティ
ア 活 動 が で き る よ う 、 充 実 し た 環 境 、 拠 点 づ く り に 努 め ま す 。

更 に 、 養 成 研 修 事 業 、 組 織 化 ・ 登 録 斡 旋 事 業 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 助 成 事 業、

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業 及 び 広 報 ・ 啓 発 事 業 を 実 施 し “ 町 民 み な ボ ラ ン ティ
ア 運 動 ” を 展 開 し て ま い り ま す 。

（ １ ） 養 成 研 修 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア の 集 い の 開 催 ４ 月
② 手 話 講 習 会 の 開 催 ６ 月 ～ １ ２ 月

③ 初 級 音 訳 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座 ９ 月 ～ １ １ 月
④ 傾 聴 ボ ラ ン テ ィ ア フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修 １ ２ 月

⑤ 夏 体 験 ボ ラ ン テ ィ ア の 開 催 ７ 月 ～ ８ 月

（ ２ ） 組 織 化 ・ 登 録 斡 旋 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア ・ セ ン タ ー お く た ま 運 営 委 員 会 の 開 催
② ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 代 表 者 連 絡 会 の 開 催

③ 登 録 ボ ラ ン テ ィ ア の 拡 大
④ 新 規 ボ ラ ン テ ィ ア 及 び ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 開 拓
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⑤ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 普 及 事 業 補 助 金 助 成
⑥ ボ ラ ン テ ィ ア 受 入 れ 施 設 と の 連 絡 調 整 及 び ボ ラ ン テ ィ ア 斡 旋

⑦ ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 掛 金 助 成

（ ３ ） ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 助 成 事 業

福 祉 バ ザ ー 収 益 の 一 部 を ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 団 体 運 営 費 と し て 助 成

（ ４ ） 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業
大 規 模 な 災 害 時 に 必 要 と さ れ る 備 品 等 の 整 備

（ ５ ） 広 報 ・ 啓 発 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア 通 信 発 行 （ 社 協 広 報 紙 同 時 発 行 年 ４ 回 ）

② ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 広 報

５ ． 福 祉 団 体 等 へ の 助 成 事 業

各 団 体 等 に 助 成 す る こ と に よ り 、 社 会 的 自 立 、 社 会 復 帰 又 は そ の 活 動 の 活

性 化 に つ な が る よ う に 支 援 い た し ま す 。

（ １ ） 助 成 対 象 団 体 等

① 保 護 司 会
② 奥 多 摩 町 自 治 会 連 合 会

③ 奥 多 摩 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会
④ 奥 多 摩 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会

⑤ 奥 多 摩 町 遺 族 会

⑥ 保 育 園 （ 古 里 ・ 氷 川 ）
⑦ タ ン ポ ポ の 会 （ 障 が い 者 世 帯 の 自 主 活 動 グ ル ー プ ）

⑧ な ご み 運 営 委 員 会 （ 精 神 障 が い 者 の つ ど い ）
⑨ ち び っ こ ぐ ー ち ょ き ぱ ー （ 自 主 保 育 グ ル ー プ ）

⑩ 古 里 少 年 野 球 ク ラ ブ
⑪ 奥 多 摩 柔 道 会

⑫ 奥 多 摩 剣 道 会

⑬ 氷 川 Ｆ Ｃ （ 少 年 サ ッ カ ー ク ラ ブ ）
⑭ ス ー パ ー ヒ ー ロ ー ガ ー ル ズ （ 少 年 少 女 バ レ ー ボ ー ル チ ー ム ）

⑮ 少 年 少 女 ス ポ ー ツ 大 会

６ ． 受 託 事 業

町 、 東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 か ら 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 等 を 受 託 し 、 地 域 に

お け る 福 祉 ニ ー ズ に 即 応 し な が ら 、 効 果 的 に 以 下 の 事 業 を 実 施 い た し ま す 。

（ １ ） 高 齢 者 外 出 支 援 サ ー ビ ス 事 業
高 齢 者 を 対 象 に 、 町 内 医 療 機 関 へ 通 院 時 の 送 迎 を 行 う こ と に よ り 利 便

性 を 図 り ま す 。

曜 日 午 前 午 後

月 古里診療所 古里歯科診療所・古里診療所

火 双葉会診療所 たかはし歯科医院

水 川辺医院

木 奥多摩病院

金 奥多摩病院 峰谷診療所



平成３０年４月５日 Ｎｏ．１９８おくたま ふくし( ６ )

（ ２ ） 高 齢 者 筋 力 向 上 ト レ ー ニ ン グ 事 業
基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 実 施 に よ っ て 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 （ 特 定 高 齢

者 ） と 判 定 さ れ た 方 か ら の 申 請 に よ り 、 機 械 を 使 っ た ト レ ー ニ ン グ 及 び
簡 単 な 体 操 を 行 い 、 身 体 機 能 を 向 上 さ せ 、 安 心 し た 自 宅 で の 生 活 が 継 続
で き る よ う 支 援 い た し ま す 。

週 ２ 回 福 祉 会 館 ２ 階 機 能 訓 練 室 で 実 施
３ か 月 を １ 単 位 と し 、 個 別 に 目 標 を 設 定

① ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ （ ス ト レ ッ チ ・ 軽 体 操 ３ ０ 分 間 ）
② 機 能 的 ト レ ー ニ ン グ ・ 口 腔 体 操 ・ マ シ ン ト レ ー ニ ン グ （ ５ ０ 分 間 ）
③ ク ー ル ダ ウ ン （ ス ト レ ッ チ １ ０ 分 間 ）

（ ３ ） 低 所 得 者 ・ 離 職 者 対 策 事 業
学 習 塾 な ど の 費 用 や 受 験 費 用 に つ い て 貸 付 を 行 う 、 受 験 生 チ ャ レ ン ジ

支 援 貸 付 事 業 の 申 請 手 続 支 援 業 務 を 実 施 し 、 低 所 得 世 帯 の 子 ど も を 支 援
し ま す 。

（ ４ ） 高 齢 者 見 守 り 相 談 事 業
６ ５ 歳 以 上 の ひ と り 暮 ら し 又 は 高 齢 者 の み の 世 帯 に 設 置 さ れ た 、 生 活

リ ズ ム セ ン サ ー を 有 す る 緊 急 通 報 シ ス テ ム に よ る 見 守 り と 、 ひ と り 暮 ら
し 等 高 齢 者 の 生 活 実 態 把 握 、 地 域 に お け る 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 ・
支 援 、 高 齢 者 の 相 談 業 務 等 を 行 い ま す 。

（ ５ ） 地 域 さ さ え あ い ボ ラ ン テ ィ ア 事 業
高 齢 ・ 障 が い 者 世 帯 な ど 一 人 で 外 出 す る こ と が 困 難 な 方 へ の 買 い 物 支

援 、 医 療 機 関 送 迎 支 援 、 家 で の 見 守 り 支 援 等 を 行 い ま す 。
利 用 会 員 と 協 力 会 員 を 登 録 し 、 利 用 す る 方 の 希 望 に 合 わ せ て 双 方 の 調

整 を 行 い ま す 。

（ ６ ） 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業
所 得 の 少 な い 世 帯 、 障 が い 者 や 介 護 を 要 す る 高 齢 者 の い る 世 帯 に 対 し

て 、 そ の 世 帯 の 生 活 の 安 定 と 経 済 的 自 立 を 図 る こ と を 目 的 に 資 金 の 貸 付
を 行 い ま す 。

（ ７ ） ひ と り 親 家 庭 高 等 職 業 訓 練 促 進 資 金 貸 付 事 業
高 等 職 業 訓 練 促 進 給 付 金 を 活 用 し て 養 成 機 関 に 在 学 し 、 就 職 に 有 利 な

資 格 の 取 得 を 目 指 す ひ と り 親 家 庭 の 親 に 対 し て 、 資 格 取 得 の 促 進 、 ひ と
り 親 家 庭 の 親 の 自 立 の 促 進 を 図 る こ と を 目 的 に 資 金 の 貸 付 を 行 い ま す 。

（ ８ ） 地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業
判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 （ 高 齢 者 、 知 的 障 が い 者 、 精 神 障 が い 者 等 ） が、

住 み 慣 れ た 地 域 に お い て 自 立 し た 生 活 が で き る よ う 、 福 祉 サ ー ビ ス の 利
用 手 続 き の 援 助 や 代 行 、 利 用 料 の 支 払 い な ど を 行 い 、 生 活 を 支 援 い た し
ま す 。

７ ． 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 指 定 管 理 事 業

平 成 ２ ９ 年 度 か ら ５ か 年 、 町 よ り 「 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 指 定 管 理 者 」 の 指 定
を 受 け 、 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 の 効 果 的 な 運 営 ・ 管 理 を 行 い ま す 。 イ ン タ ー ネ ッ
ト を 通 じ て 予 約 状 況 、 利 用 方 法 、 使 用 料 金 等 を 案 内 す る な ど 、 利 用 者 へ の 情
報 提 供 と サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め ま す 。

８ ． た す け あ い の 推 進 事 業

自 治 会 を は じ め 各 事 業 所 、 各 団 体 等 の 協 力 を 得 て 、 相 互 扶 助 を 理 念 と し 、
町 民 皆 様 の ご 理 解 、 ご 協 力 を い た だ き 、 地 域 で の た す け あ い を 推 進 い た し ま
す 。
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（ １ ） 日 本 赤 十 字 社 員 増 強 運 動 ５ 月
日 赤 社 資 （ 皆 様 か ら 寄 せ ら れ た 会 費 ） は 、 災 害 救 援 、 献 血 事 業 、 看 護

施 設 運 営 及 び 福 祉 事 業 な ど に 充 て ら れ ま す 。

（ ２ ） 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 １ ０ 月

こ の 募 金 は 、 都 内 の 社 会 福 祉 施 設 や 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 に 配 分 さ れ ま
す 。 ま た 、 町 に お け る 募 金 額 の ６ ５ ％ が 、 地 域 配 分 と し て 町 内 の 保 育 施

設 、 民 間 社 会 福 祉 団 体 等 の 事 業 に 配 分 さ れ ま す 。
平 成 ３ ０ 年 度 実 施 申 請 事 業

○ ボ ラ ン テ ィ ア 通 信 発 行 事 業 （ 社 会 福 祉 協 議 会 ）

（ ３ ） 歳 末 た す け あ い ・ 地 域 福 祉 募 金 運 動 １ ２ 月

歳 末 た す け あ い 運 動 は 、 戦 後 の 生 活 困 窮 者 へ の 見 舞 金 配 布 な ど 特 定 の
方 へ の 経 済 的 救 済 か ら 、 少 子 ・ 高 齢 社 会 の 進 展 等 の 社 会 状 況 の 変 化 に 伴

い 、 普 遍 的 な 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 供 給 へ と 移 行 さ れ て い ま す 。
町 に お い て も 、 従 来 の 高 齢 者 や 寝 た き り の 方 々 へ の 見 舞 金 、 介 護 用 品

等 の 配 布 は 廃 止 し ま し た が 、 要 援 護 世 帯 へ の 見 舞 金 や 災 害 見 舞 金 は 継 続

し 、 １ ２ 月 中 に 配 分 を 行 い ま す 。
ま た 、 募 金 の 一 部 は 、 東 京 都 共 同 募 金 会 へ 納 付 し 、 次 年 度 の 地 域 福 祉

事 業 に 配 分 さ れ ま す 。
① 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 事 業

② 介 護 機 器 貸 出 事 業
③ ま ご こ ろ 助 成 事 業

④ 高 齢 者 福 祉 事 業 （ ふ れ あ い 仲 間 づ く り 旅 行 ）

⑤ 児 童 ・ 生 徒 低 所 得 世 帯 就 学 援 助 事 業
⑥ 保 育 園 児 観 劇 招 待 事 業

⑦ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 推 進 事 業

９ ． 高 齢 者 在 宅 サ ー ビ ス セ ン タ ー 事 業

要 介 護 の 認 定 を 受 け た 方 を 対 象 と し た 「 地 域 密 着 型 通 所 介 護 事 業 」 と 要 支

援 の 認 定 を 受 け た 方 を 対 象 と し た 「 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 」 で は、

住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 生 活 が 送 れ る よ う 利 用 者 へ の 介 護 サ ー ビ ス の 充 実
に 努 め る と と も に 、 ご 家 族 の 介 護 負 担 の 軽 減 を 図 り ま す 。 さ ら に 、 町 か ら の

受 託 事 業 と し て 配 食 サ ー ビ ス 事 業 を 展 開 し て ま い り ま す 。
職 員 に 対 し 各 種 研 修 を 行 い 、 資 質 向 上 を 図 り 、 サ ー ビ ス と 質 の 向 上 に 努 め

ま す 。

（ １ ） 地 域 密 着 型 通 所 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

要 介 護 の 認 定 を 受 け た 方 を 対 象 と し 、 月 曜 日 か ら 金 曜 日 を 開 所 し 午 前
９ 時 １ ５ 分 か ら 午 後 ４ 時 １ ５ 分 ま で 来 所 し て い た だ き 、 居 宅 介 護 支 援 計

画 に 位 置 づ け ら れ た 、 日 中 の 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 生 活 相 談
員 看 護 師 、 介 護 職 員 、 栄 養 士 な ど を 適 正 に 配 置 し 、 健 康 チ ェ ッ ク 、 趣

味 生 き が い 活 動 、 入 浴 や 排 泄 な ど の 身 体 介 護 、 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え た 食
事 の 提 供 な ど を 実 施 し ま す 。 利 用 者 の 自 立 を で き る 限 り 支 援 し 、 心 身 機

能 の 維 持 向 上 な ど を 目 標 に 個 別 の 援 助 計 画 を 作 成 し ま す 。 ま た 、 ご 家 族

の 介 護 負 担 の 軽 減 を 図 り 、 安 心 し て 在 宅 介 護 が 続 け ら れ る よ う に 支 援 い
た し ま す 。

（ ２ ） 通 所 型 サ ー ビ ス 事 業 （ 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 ）

要 支 援 の 認 定 を 受 け た 方 を 対 象 に 、 介 護 予 防 プ ラ ン に 位 置 づ け ら れ た、
日 中 の 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 利 用 者 が 住 み 慣 れ た こ の 地 域 で、
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で き る 限 り 自 立 し た 生 活 が 継 続 で き る よ う 、 個 別 の 援 助 計 画 を 作 成 し 、
心 身 機 能 の 現 状 維 持 、 向 上 を 目 標 に 支 援 し ま す 。 専 門 職 員 を 配 置 し 、 運

動 器 機 能 向 上 サ ー ビ ス を 提 供 し 、 共 通 サ ー ビ ス と し て 、 予 防 に 視 点 を 置
い た 様 々 な 活 動 を 、 利 用 者 が 主 体 的 に 取 り 組 み 楽 し む 課 程 か ら 、 そ の 生

活 を 再 び い き い き し た も の に し て い く き っ か け に な る よ う な 諸 活 動 を 提
供 い た し ま す 。

（ ３ ） 配 食 サ ー ビ ス 事 業 （ 町 受 託 事 業 ）

高 齢 者 の ひ と り 暮 ら し 又 は 高 齢 者 の み の 世 帯 で 、 調 理 等 が 困 難 な 方 を

対 象 に 、 安 否 確 認 を 兼 ね な が ら 保 温 容 器 に て 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 食
事 （ 月 ・ 水 ・ 金 の 夕 食 ） を お 届 け し ま す 。 ま た 、 食 の 確 保 と 食 の 自 立 の

観 点 か ら 、 十 分 な ア セ ス メ ン ト を 行 い 計 画 的 ・ 有 機 的 に 提 供 す る こ と を
目 的 と し 、 事 業 の 実 施 に 当 た っ て は 、 対 象 者 の 状 況 把 握 を 行 い 、 効 果 的

な サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。

１ ０ ． ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン “ お く た ま ” 事 業

利 用 者 宅 へ ホ ー ム ヘ ル パ ー の 派 遣 を 行 い 、 高 齢 者 や 障 が い 者 の 方 々 が 、 い

つ ま で も 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 生 活 が 送 れ る よ う に 支 援 い た し ま す 。
ま た 、 多 種 多 様 な ニ ー ズ に き め 細 や か な 対 応 が で き る よ う に 、 介 護 保 険 事

業 だ け で は な く 、 法 人 独 自 に 有 償 家 事 援 助 サ ー ビ ス 事 業 を 展 開 い た し ま す 。
総 合 的 な 在 宅 生 活 援 助 の 担 い 手 と し て の 役 割 を 果 た す と と も に 、 定 期 的 な

研 修 会 の 実 施 や 外 部 研 修 を 取 り 入 れ る こ と で 、 治 療 食 や 専 門 的 な 介 護 技 術 の

習 得 に 力 を 入 れ 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 個 々 の 能 力 向 上 を 図 り 、 安 全 で 質 の 高 い ホー
ム ヘ ル プ サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に 努 め ま す 。 さ ら に 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 不

足 の 解 消 及 び 利 用 者 へ の 安 定 し た サ ー ビ ス 提 供 が で き る よ う 、 「 介 護 職 員 初
任 者 研 修 」 の 受 講 者 を 募 り 、 そ の 受 講 料 の 一 部 を 助 成 し ホ ー ム ヘ ル パ ー の 育

成 ・ 確 保 に 努 め ま す 。

（ １ ） 訪 問 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

居 宅 に お い て 要 介 護 状 態 に あ り 、 介 護 を 必 要 と す る 方 を 対 象 に ホ ー ム
ヘ ル パ ー を 派 遣 し 、 居 宅 介 護 支 援 計 画 （ ケ ア プ ラ ン ） に 沿 っ て サ ー ビ ス

を 提 供 い た し ま す 。 ま た 、 日 常 生 活 全 般 の 状 況 及 び (利 用 者 や 家 族 の )希
望 を 踏 ま え て 、 訪 問 介 護 計 画 を 作 成 い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り 、 買 い 物 な ど
身 体 介 護 入 浴 介 助 、 排 泄 介 護 、 通 院 介 助 な ど

活 動 時 間 月 ～ 金 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分

（ ２ ） 訪 問 型 サ ー ビ ス 事 業 （ 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 ）

居 宅 に お い て 要 支 援 状 態 に あ り 、 何 ら か の 生 活 援 助 を 必 要 と す る 方 を
対 象 に ホ ー ム ヘ ル パ ー を 派 遣 し 、 共 同 作 業 を 行 い 、 自 立 支 援 を 目 的 と し

た 介 護 予 防 サ ー ビ ス 支 援 計 画 （ ケ ア プ ラ ン ） に 沿 っ て サ ー ビ ス を 提 供 い
た し ま す 。 ま た 、 日 常 生 活 全 般 の 状 況 及 び 利 用 者 や 家 族 の 希 望 を 踏 ま え

て 、 介 護 予 防 訪 問 介 護 計 画 を 作 成 い た し ま す 。
主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 、 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り 等 の 見 守 り 、 助 言

活 動 時 間 月 ～ 金 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分

（ ３ ） 居 宅 介 護 支 援 事 業 （ 障 害 者 総 合 支 援 法 ）

地 域 で 暮 ら す 身 体 障 が い 者 （ 児 ） 及 び 知 的 障 が い 者 （ 児 ） の 方 々 を 対
象 に 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー を 派 遣 し 、 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 ま た、

日 常 生 活 全 般 の 状 況 及 び 利 用 者 や 家 族 の 希 望 を 踏 ま え て 、 居 宅 介 護 計 画
を 作 成 い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り な ど

身 体 介 護 入 浴 介 助 、 排 泄 介 護 、 通 院 介 助 な ど
活 動 時 間 月 ～ 金 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分
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（ ４ ） 障 害 者 移 動 支 援 事 業 （ ガ イ ド ヘ ル パ ー 派 遣 事 業 ）
屋 外 で 移 動 が 困 難 な 障 が い 者 （ 児 ） の 方 を 対 象 に 、 外 出 や 余 暇 活 動 等

の 社 会 参 加 の た め の 外 出 の 支 援 を い た し ま す 。
主 な 援 助 内 容 外 出 時 に お け る 付 添 い

活 動 時 間 月 ～ 金 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分

（ ５ ） 有 償 家 事 援 助 サ ー ビ ス 事 業

住 民 の 参 加 と 協 力 の も と 、 会 員 制 を 取 り 入 れ 有
償 に よ り 、 高 齢 者 世 帯 等 へ 日 常 生 活 に 必 要 な 家 事

援 助 及 び 簡 単 な 介 助 等 の サ ー ビ ス を 提 供 し 、 住 民
の 連 帯 と 相 互 扶 助 を 促 進 し ま す 。

１ １ ． ケ ア サ ポ ー ト 奥 多 摩 事 業

（ １ ） 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）
介 護 保 険 法 令 に 則 り 、 地 域 で 暮 ら す 要 介 護 状 態 に あ る 高 齢 者 に 対 し て、

居 宅 介 護 支 援 計 画 (ケ ア プ ラ ン )を 作 成 い た し ま す 。 相 談 支 援 は 、 介 護 支
援 専 門 員 (ケ ア マ ネ ジ ャ ー )が 、 専 門 的 な 知 識 と 技 術 を も っ て 、 利 用 者 並

び に 家 族 の 合 意 を 得 な が ら 進 め て ま い り ま す 。 利 用 者 が 可 能 な 限 り 住 み
慣 れ た 地 域 で 、 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 が 送 れ る よ う に 保 健、

福 祉 、 医 療 サ ー ビ ス 等 の 調 整 に 努 め ま す 。

相 談 受 付 ： 月 ～ 金 （ 祝 日 を 除 く ） 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分
相 談 方 法 ： 電 話 相 談 、 訪 問 相 談 、 来 所 相 談

（ ２ ） 介 護 予 防 支 援 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー か ら 委 託 を 受 け 、 要 支 援 と 認 定 さ れ た 方 に 対 し、
要 介 護 状 態 と な る こ と を で き る 限 り 予 防 す る こ と を 目 的 と し 、 予 防 プ ラ

ン を 作 成 い た し ま す 。
介 護 支 援 専 門 員 が 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー と 連 携 を 図 り な が ら 、 よ り 自

立 し た 生 活 が 送 れ る よ う に 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 、 地 域 の 保 健 、 福 祉 、 医

療 サ ー ビ ス の 調 整 に 努 め ま す 。
相 談 受 付 ： 介 護 予 防 支 援 に つ き ま し て は 、 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に

ま ず ご 相 談 く だ さ い 。

（ ３ ） 要 介 護 認 定 調 査 の 受 託
区 市 町 村 か ら の 委 託 を 受 け 、 要 介 護 認 定 調 査 を 実 施 い た し ま す 。 ま た、

居 宅 に 限 ら ず 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 入 所 者 の 認 定 調 査 も 実 施 い た し ま す。
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（単位：千円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,500 0 3,500 0 3,500

寄附金収入 2,500 0 2,500 0 2,500

経常経費補助金収入 70,369 0 70,369 0 70,369

受託金収入 40,045 0 40,045 0 40,045

事業収入 1,312 313 1,625 0 1,625

介護保険事業収入 0 82,544 82,544 0 82,544

障害福祉サービス等事業収入 0 6 6 0 6

基金受取利息配当金収入 22 0 22 0 22

受取利息配当金収入 5 8 13 0 13

その他の収入 85 0 85 0 85

事業活動収入計(1) 117,838 82,871 200,709 0 200,709

支

出

人件費支出 91,015 68,186 159,201 0 159,201

事業費支出 20,842 11,863 32,705 0 32,705

事務費支出 6,692 10,089 16,781 0 16,781

分担金支出 62 0 62 0 62

助成金支出 1,564 50 1,614 0 1,614

事業活動支出計(2) 120,175 90,188 210,363 0 210,363

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

△2,337 △7,317 △9,654 0 △9,654

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 230 0 230 0 230

基金積立資産支出 719 0 719 0 719

施設整備等支出計(5) 949 0 949 0 949

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△949 0 △949 0 △949

【その他の活動による収支】

収
入

積立資産取崩収入 7,996 0 7,996 0 7,996

拠点区分間繰入金収入 0 2,500 2,500 △2,500 0

その他の活動収入計(7) 7,996 2,500 10,496 △2,500 7,996

支
出

積立資産支出 2,453 421 2,874 0 2,874

拠点区分間繰入金支出 2,500 0 2,500 △2,500 0

その他の活動支出計(8) 4,953 421 5,374 △2,500 2,874

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

3,043 2,079 5,122 0 5,122

予備費支出(10) 851 3,729 4,580 0 4,580

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

△1,094 △8,967 △10,061 0 △10,061

前期末支払資金残高(12) 18,063 17,811 35,874 0 35,874

当期末支払資金残高(11)+(12) 16,969 8,844 25,813 0 25,813
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

1月17日 10,072円 小銭を貯めて福祉のために 氷川1871-1 栃久保ママさんクラブ

1月17日 100,000円 葬祭費の一部を福祉のために 川井449 福田憲治

1月24日 10,000円 福祉車両借用のお礼 匿 名

2月 7日 534円 福祉のために 匿 名

2月19日 1,000円 福祉のために 匿 名

3月 6日 50,000円 母、ミツヱ様の生前謝意として 小丹波471-14 山宮功存

3月 9日 5,000円 福祉のために 氷川1871-1 奥多摩指圧奉仕会

3月 9日 5,600円
手作り豆板醤の売上を福祉のた
めに

境945 望田千恵子

3月14日 14,969円 福祉のために 三師会

3月19日 20,000円
子どもからいただいたお金を福祉
のために

氷川730 杉山秀子

3月20日 116円
卒業生を送る会残金を福祉のた
めに

原160
奥多摩中学校3年卒業
生

3月22日 100,000円 福祉のために 氷川1380 三共堂薬局

3月26日 3,350円
自宅で採れた小松菜の売上を福
祉のために

氷川775 杉山 初

3月27日 403円 福祉のために 匿名

3月28日 20,000円 福祉のために 留浦1237
一般財団法人
小河内振興財団

3月28日 10,000円 福祉のために 小丹波262-5 小山辰美

月 日 品 物 ・ 数 量 住 所 氏 名

11月～12月 ニジマス 420匹 匿 名

1月 杵・臼 小丹波528 古里保育園

2月 8日 未使用切手 多数 丹三郎276 澤本安弘

3月22日 タオル 19枚 氷川1380 ㈲三共堂薬局

( 敬 称 略 )

奥多摩町社会福祉協議会のホームページをリニューアルしました。
今回のリニューアルでは、「より見やすく」「より使いやすい」ホームページを目指して、

デザイン及び構成を一新いたしました。
今後も奥多摩町の更なる地域福祉増進を目指し、情報を発信していきたいと思っております

ので、引き続きよろしくお願い申し上げます。
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海老原さんと語ろう！地域で生きていくこと

奥多摩町障害者自立支援協議会では、メインキャスターに、１歳半で進行形の難病である

脊髄性筋萎縮症と診断を受け、現在は人工呼吸器を２４時間使って自立生活を送り、NPO法

人自立生活センター東大和理事長を務める「海老原宏美」さんを迎え、下記の日程で講演会

を行います。

事前申し込みは不要ですので、皆様のご参加をお待ちしております。

※バリバラ NHK教育で放送されたバリアフリーバラエティーの略

日 時：平成３０年５月１９日（土）午後１時３０分～（受付：午後１時～）

会 場：奥多摩文化会館 １階 多目的ホール

主 催：奥多摩町障害者自立支援協議会

後 援：奥多摩町教育委員会 奥多摩町社会福祉協議会

お問い合わせ：奥多摩町福祉保健課 ８３－２７７７

奥多摩町では、町民体育祭に代わる住民参加型のイベントとして、奥多摩スポーツフェス

ティバルを下記の日程で、開催いたします。

町民皆様が楽しめる様々なプログラムをご用意しておりますので、ご参加をお待ちしてお

ります。

開催日：平成３０年６月３日（日）

場 所：古里小学校校庭・体育館、奥多摩文化会館等

お問い合わせ：奥多摩町教育委員会教育課社会教育係 ８５－１６１８

特
別
会
員
の
ご
紹
介

（
敬
称
略
）

井
上

仁
（
町
外
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社会福祉協議会が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっておりま

す。今後、ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひ

とりのご協力が大きな支えとなります。ぜひ、地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １ 口 １ ， ０ ０ ０ 円

特 別 会 員 １ 口 １ ０ ， ０ ０ ０ 円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付ておりますが、６月を

増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

本年度も、５月１日から３１日までを重点期間とし、赤十字会
員への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や
福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

など幅広く役立たせていただいております。

平成３０年度 会員会費募集のお願い
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奥多摩町では、子どもから高齢者まで町民みんなが参加して「お互いに気づき合い、

みんなで助け合う地域を自分たちの手でつくっていこう！」という新しい取り組みが

始まろうとしています。この取り組みは全国でもどんどん活動の輪が広がっています。 

「奥多摩町でいきいきと生活できてよかったなぁ」と思える地域づくりを一緒に考え

てみませんか。ぜひ、話を聞きに来てください。どなたでもご参加いただけます。 

日時 

場所 

平成３０年６月 17 日（日） 
13 時 30 分～15 時 30 分 

奥多摩町福祉会館 1 階集会室 

あいさつ 奥多摩町⾧ 河村文夫 

行政説明 「助け合いの地域づくりについて」 
奥多摩町福祉保健課⾧ 清水信行 

「子どもから高齢者まで    みんなで創る助け合いのある地域」 
講師:公益財団法人さわやか福祉財団 新地域支援事業担当リーダー 森孝則氏 

助け合い体験ゲーム 

《 休憩:10 分 》 

「あなたは『助け上手』?それとも『助けられ上手』?」    
お子さんも一緒に参加できます。参加者みんなで楽しくやってみよう!  

主催:奥多摩町 共催:奥多摩町社会福祉協議会・公益財団法人 さわやか福祉財団  

講 演 

講 師 紹 介 

■森 孝則 氏 公益財団法人さわやか福祉財団 新地域支援事業担当リーダー  

慶應義塾大学経済学部卒業。朝日新聞記者や神奈川県鎌倉市役所勤務を経て、
公益財団法人さわやか福祉財団に転職。これまでの経験を活かし、多くの自
治体で助け合い活動の創出・充実に向けた支援を行っている。 

駐車場は氷川小学校校庭をご利用ください 

奥多摩町地域包括支援センター 
お問い合わせ 

 ☎ ８３-８５５５ 

( １４ )



平成３０年４月５日 Ｎｏ．１９８おくたま ふくし( １５ )

ボランティア・センターおくたま運営委員の任期満了に伴い、次の方が選任されました。(敬称略)

委員長 片倉 和彦（再任） 副委員長 相田恵美子（再任） 委 員 菊池 恭子（再任）

委 員 宮村 實（再任） 委 員 桶川 和子（再任） 委 員 濱野 芳男（再任）

委 員 竹内 信吉（再任） 委 員 清水 葉子（再任） 委 員 岡部 優一（再任）

※任期 平成３０年３月２日～平成３２年３月１日

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://okusyakyo.jp/

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

団体名 主な活動内容 団体名 主な活動内容

奥多摩指圧奉仕会 指圧研修、指圧奉仕活動等
栃久保ママさん

クラブ
地域清掃、子ども会・自治会へ
の協力等

手話サークルもみじ 手話の学習,ろう者との交流等
点字サークル

てん点
点字・点訳の学習、点訳本の
作成等

奥多摩将棋愛好会
将棋会、小学校での将棋教室、
老人ホームでの将棋対戦等

コールやまぶき
コーラスの練習・発表、
老人ホーム慰問等

民生委員・児童委員協議会 地域福祉に関する調査等 トミヨ会
老人ホームでの洗濯物整理、
配食サービス（容器洗い）等

タンポポの会

ボランティアグループ
福祉バザーへの協力等 山鳩会

老人ホーム慰問、配食サービス

（配達、容器洗い）等

食事サービスかたくりの会
配食サービス(配達、容器回
収、容器洗い）等

由美之会
老人ホーム慰問、小・中学校運
動会での踊りの指導等

社会福祉協議会に登録されているボランティア団体の主な活動先は、町内の福祉施設や諸団体の行
事、社会福祉協議会の福祉事業等、多数活動されています。
個人ボランティアも、４月１日現在で４３名の方が登録しています。今年度もよろしくお願いします！

皆さまからお寄せいただいている使用済み切手は、切手整理ボランティアさんが１枚１枚丁
寧に不要な部分を切り取った後、業者に売却し、その収益金を地域福祉事業の財源として活用
させていただいております。
整理した切手を売却しましたので、報告させていただきます。
使用済み切手 １０．６ｋｇ ７，４２０円

（今回の収集には約２年を要しております。）
引き続き、皆さまからのご寄付をお待ちしております。



平成３０年４月５日 Ｎｏ．１９８おくたま ふくし( １６ )

ボランティア養成事業の一環として、手話講習会の受講生を下記により募集しています。手話

を学んでみたい方、年齢、性別、経験は問いませんので、お気軽にお申し込みください。
【期 日】平成30年6月～平成30年12月までの毎月第1・3・5木曜日

【時 間】午後7時～8時30分（全15回）

【会 場】福祉会館 1階ボランティア室

【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として
1,000円をご負担いただきます。

【申込受付】5月31日(木)まで

第20回福祉バザーが、住民皆様をはじめ多くのボランティア
の方々のご理解、ご協力により開催されます。

この福祉バザーの収益は、地域福祉事業を推進するためのボ
ランティア基金の財源及びボランティア団体活動費の助成に充
てられます。

福祉バザーは、住民皆さまからご提供いただいた品物で開催
しております。趣旨をご理解いただき、バザー用品を１品でも
多くご提供いただきますようお願いいたします。
バザー当日、皆さまのご来場を心よりお待ちしております。
詳しくは、各家庭配布のチラシをご覧ください。

栃久保ママさん クラブ 様 盛 田 正 輝 様 小 河 内 振 興 財 団 様

望 田 豊 様 寿 楽 荘 様 澤 本 和 容 様

原 島 政 子 様 奥 多 摩 病 院 様 金 子 敏 子 様

山 宮 ミ ツ ヱ 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様 匿 名 ３ 名

↑↓昨年のバザーの様子

福祉バザー終了後、午後１時から「ボランティアのつ
どい」を開催します。

この「ボランティアのつどい」は、地域住民、ボラン
ティアが一堂に集い、レクリエーション等を通じて交流
し、お互いの親睦や理解を深めることを目的に行います。
参加無料、申込み不要でどなたでも参加できます。
楽しい企画をご用意してお待ちしています！！

内容
・お宝オークション
・Ogouchi Banban Company公演
・奥多摩日本語学校の生徒さんとの交流

＆豪華賞品がもらえる名前集めゲーム
・マンドリーノ☆フィオーレ公演


